
23  広報だざいふ 2018.2.1（平成 30 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

～公文書館だより 　～46

山
本
忠た

だ
す
け亮

至
誠
の
魂

　

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
10
月
21
日
、
延

寿
王
院
の
山
門
前
で
七
卿
西せ

い
ざ
ん竄
碑
の
除
幕
式

が
行
わ
れ
ま
す
。
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年
８

月
18
日
の
政
変
に
よ
り
京
を
追
わ
れ
西
下
す

る
こ
と
と
な
っ
た
七
卿
の
姿
を
刻
ん
だ
こ
の

碑
は
、
蓑
笠
姿
で
の
離
京
か
ら
50
年
と
い
う

節
目
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
式

典
に
招
か
れ
た
の
は
、
慶
応
元
（
１
８
６
５
）

年
か
ら
同
三
年
の
間
、
三
条
実さ

ね
と
み美

ら
五
卿
に

従
っ
て
太
宰
府
に
滞
在
し
た
志
士
、
土ひ

じ

方か
た

久ひ
さ

元も
と

と
尾
崎
三さ

ぶ

良ろ
う

で
す
。
土
佐
藩
郷

士
が
出
自
の
土
方
は
、
明
治
期
に

農
商
務
大
臣
や
宮
内
大
臣
を
務

め
、
伯
爵
に
叙
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
の
宮
家
に
仕
え
な
が
ら
不
遇

の
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
尾
崎
も

出
世
し
て
男
爵
と
な
り
、
宮
中
顧

問
官
を
務
め
ま
し
た
。
立
志
伝
中

の
人
で
あ
る
二
人
が
こ
の
時
忘
れ

ず
訪
れ
た
の
は
、
光
明
寺
の
丘
陵

に
あ
っ
た
同
志
、
山
本
忠
亮
の
墓

所
で
し
た
（
『
尾
崎
三
良
自
叙
略
伝
』
）
。

　

土
佐
勤
王
党
加
盟
者
の
一
人
、
山
本
忠
亮

は
天
保
13
（
１
８
４
２
）
年
の
生
ま
れ
、
「
志

操
堅
固
、
篤
学
の
人
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

21
歳
の
時
に
三
条
実
美
の
衛
士
と
な
り
、
８

月
18
日
の
政
変
後
は
西
に
逃
れ
る
実
美
ら
に

随
行
し
ま
す
。
し
か
し
ほ
ど
な
く
し
て
肺
を

病
み
、
摂
生
空
し
く
そ
の
重
篤
な
こ
と
を
悟

り
、
つ
い
に
慶
応
２
年
５
月
、
「
恥
を
知
り
捨

る
う
き
身
も
武も

の

士の
ふ

の
道
に
違
は
ぬ
心
な
り
け

り
」
と
い
う
歌
を
残
し
、
こ
こ
太
宰
府
で
自

刃
し
ま
し
た
。
享
年
25
（
瑞ず

い
ざ
ん山

会
編
『
維
新
土

佐
勤
王
史
』
他
）
。

　

除
幕
式
で
土
方
と
と
も
に
往
年
の
懐
旧
談

を
披
露
し
た
尾
崎
は
忠
亮
の
こ
と
に
触
れ
、

彼
の
決
心
を
、
幕
府
目
付
小
林
甚
六
郎
の
来

宰
と
結
び
付
け
て
語
っ
て
い
ま
す
（
『
福
岡
日

日
新
聞
』
）
。
慶
応
２
年
、
五
卿
の
帰
洛
を
促

す
た
め
幕
府
は
小
林
甚
六
郎
を
太
宰
府
へ
派

遣
し
ま
す
が
、
五
卿
側
は
幕
府
に
よ
る
五
卿

勾
引
の
一
大
危
機
と
警
戒
、
五
卿

も
書
面
を
も
っ
て
従
臣
た
ち
に
不

動
の
決
意
を
示
し
、
殉
難
の
覚
悟

を
告
げ
ま
す
。
五
卿
の
近
辺
は
に

わ
か
に
緊
迫
し
、
「
薩
士
は
殺
気

勃ぼ
つ

々ぼ
つ

、
毎
日
大
砲
を
太
宰
府
の
裏

手
な
る
北
谷
村
辺
に
牽
き
出
し
、

火
通
し
と
号
し
て
連
発
し
、
其そ

の

響
轟ご

う

々ご
う

と
し
て
幕
吏
の
胆
を
ぞ
冷

し
け
る
」
（
『
維
新
土
佐
勤
王
史
』
）

状
況
と
な
り
、
こ
の
中
で
忠
亮
は

慚ざ
ん

愧き

の
決
断
に
至
っ
た
と
回
顧
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
死
を
惜
し
む
五
卿
は
金
子
15
両
を
、

さ
ら
に
実
美
は
20
両
と
手
向
け
の
歌
を
忠
亮

に
贈
り
ま
し
た
（
『
回
天
実
記
』『
維
新
土
佐
勤

王
史
』
）
。

　
　
剣

つ
る
ぎ

太た

ち刀
吾わ

が

身み

の
う
き
に
添
ひ
来
つ
つ

　
　
　
旅
路
の
露
と
消
し
人
は
も

　

墓
碑
は
後
に
大
町
の
光
蓮
寺
に
移
さ
れ
、

忠
亮
の
至
誠
の
痕あ

と

を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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貸出開始資料から

●小説　秀吉の活（木下昌輝／著）　カネと共に去りぬ（久坂部羊／著）
　インフルエンス（近藤史恵／著）　呉漢　上・下（宮城谷昌光／著）
　火定（澤田瞳子／著）　駐在日記（小路幸也／著）　大獄（葉室麟／著）
　メガネと放蕩娘（山内マリコ／著）　スパイたちの遺産（ジョン・ル・カレ／著）
　襷を我が手に（蓮見恭子／著）　逃亡刑事（中山七里／著）
　デッド・オア・アライブ（楡周平／著）　痴漢冤罪（新堂冬樹／著）

●その他の本　おうちで学べる人工知能のきほん（東中竜一郎／著）
　注文をまちがえる料理店（小国士朗／著）
　おもしろ張り子（前田ビバリー／著）　ロボット法（平野晋／著）
　うちの鳥の老いじたく（細川博昭／著）
　カラーリーフ図鑑（山本規詔／著）　

●随筆・詩などの文学　道なき未知（森博嗣／著）　太陽と乙女（森見登美彦／著）
　かるい生活（群ようこ／著）　群れるな（寺山修司／著）
　清張鉄道1万3500キロ（赤塚隆二／著）　短歌でめぐる九州・沖縄（桜川冴子／著）
　桃紅一〇五歳好きなものと生きる（篠田桃紅／著）

としょかんカレンダー
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